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「いらっしゃいませ～」 

ある日、学童クラブ室にレストランがオー

プンしました。店頭で、配られていた「ひゃ

くおくまん円」分のクーポン券を持ってお店

に入ってみると…… 

 

店員さん「お客様は何名様ですか？」 

私「1 名です」 

店員さん「奥の空いているお席にどうぞ！」 

 

とのやりとりが。そして席に着くと、注文用

のタブレットが置いてあり、美味しそうなメ

ニューが並んでいます。 

 

店員さん「ご注文はタブレットからお願いし   

     ます」 

 

 その後、テーブルにはシェフおススメのサ

ラダとオムライスが運ばれてきて、美味しく

いただきました。そして最後は、キャッシュ

レスのセルフレジでお会計を済ませお店を後

にしました。 

 

 この細やかな設定からも、改めて子どもた

ちは身の回りのことをよく見ていて、大人同

士のやりとりもよく聴いていることを実感し

ました。 

「学びは真似び」という言葉もあります

が、子どもの成長には「身近な人と同じこと

をしてみたい」という気持ちが大切であり、

実際に同じように真似をしながら、自分なり

の方法を見つけていくそうです。 

 

確かに、実際の子どもたちの様子を見てい

ても、ドッジボールやサッカー、トランプに

将棋、ピアノなどなど学童クラブにある遊び

について、上級生の「上手さ」やカッコイイ

姿に憧れて、「自分もいつか、あのお兄さん

やお姉さんみたいになりたい……」と楽しみ

ながら一生懸命に練習している姿が多くあ

ります。また、上級生もそんな 1,2 年生を優

しく受け入れてくれて、「もっとこうすれば

上手くいくよ！」と優しくアドバイスをして

います。アドバイスの内容はもちろんです

が、その優しい姿勢こそが、よいお手本であ

り、その時に受け入れてもらった嬉しさがあ

るからこそ、自分が大きくなった時に、相手

を優しく迎えるということに繋がっていき

ます。 

ご家庭や学校、保育園や地域と、子どもた

ちの周りには「真似してみたい！」と憧れる

大好きな人がたくさんいらっしゃいますが、

記念館の生活の中でも、そんな素敵な関係性

を大切にしていきたいと思います。 

 



       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

【賀川研究会】 
「満州キリスト教開拓村に至る道・団員の証言」 

石浜みかる著 『満州基督教開拓村と賀川豊彦』 

賀川資料館ブックレット 2006 年 10 月発行 

2024 年６月２０日(木)19:00～20:00 本所賀川記念館３F ホール 

 

  ピアノ教室 

毎週月曜日 

講師：土屋 紘枝先生 

 

 

今回作るのは「ガパオライス」、「トマトと玉ね

ぎのスープ」、「おたのしみスイーツ」です♪ 

ジメっとした梅雨の空気をみんなで吹き飛ばし

ましょう！！ 
 

日時：6/22（土）10:00～13:30 

場所：本所賀川記念館 5 階 

参加費：350 円 

申込期間：～6/14（金） 

 

前回はツナの炊き込みご飯、じゃがいものお味噌

汁、キャベツの和え物を作りました！ 

同日に行われていたゴスペルも参加し、お腹をす

かせた子どもも多かったのか、たくさんおかわりを

してくれ、余るかと思われた炊き込みご飯を食べ切

りました♪ 

保護者の方にもたくさんお手伝いいただき、スム

ーズに作業を進めることができました。ご参加いた

だきありがとうございました。 

前回参加いただいた方も、今回興味が湧き参加を

検討されている方も、一緒に温かくておいしいご飯

を作り、楽しみましょう！ 

コスモス会     美術教室  

 

第２～４週水曜日 15：00～17：00 

講師：亀田谷亜礼先生 

 
みんなのびのびとお絵描きや工作を楽しんでいま

す。描いたり、作ったりすることがもっと好きにな

る美術教室です。 

 

保育園から小学校高学年のお友だちまで、それぞ

れ目標を設けてピアノの練習を楽しんでいます♪ 

心地よい春の陽気から夏の暑さが近づいてくるような季節にな

りました。上級生はこれまでの経験を活かし、子どもたち同士

で遊びを提案する様子も多くみられ、１年生は「今日はこれが

したい！」と遊びに積極的に参加する姿も増えてきました。

「感謝の日工作」では、思いを込めてメッセージカードを作る

姿がとても印象的で、贈る相手のことを考え、ペンの色やシー

ルなどこだわりをもって取り組んでいました。これから梅雨の

時期になりますが、より楽しい日々が送れるよう子どもたちと

一緒に歩んでいきたいと思います。（山岸） 
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